平成１６年度　１級管工事　学科試験　問題Ａ

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは試験問題Ａです。表紙とも10枚44問題あります。
　2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.14までの14問題は必須問題です。全問題を解答してください。
4 ．問題No.15からNo.37までの23問題は選択問題です。

　　　12問題を選択して、解答してください。
　5 ．問題No.38からNo.44までの7問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　6 ．以上の結果、全部で33問題を解答することになります。
7 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHB の鉛筆又はシャープペンシル

　　　（HB の芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としませ

　　　ん。
8 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正してく

　　　ださい。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　9 ．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
10．この試験問題は、試験終了時（12 時30 分）まで在席した方のうち、希望者に

　　　限り持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

問題No.1からNo.14までの14問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　日射に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　大気中に含まれる水蒸気の量が多くなると、大気による日射の吸収量も多くなる。
　(2)　直達日射と天空日射は、昼間のみに存在するが、雲の厚い日には極めて少なくな

　　　 る。
　(3)　1日の直達日射量は、水平面では冬よりも夏のほうが多く、南向きの垂直な面では

　　　 夏よりも冬のほうが多い。
　(4)　日射の熱エネルギーは、赤外線部や紫外線部にはほとんど含まれず、可射線部に

　　　 多く含まれる。
【Ｎｏ．　２】

温熱環境に関する文中、 　　 　 内に当てはまる用語の組合せとして、適当なものはどれか。
室内における人体の温冷感は、空気温度、 　(A)　 、気流, 　(B)　 等の6つの要素の影響を受ける。温熱環境の快適性を定量的に示す 　(C)　 は、これらの6つの要素を含んでおり、人体の熱負荷と関連して評価する温冷感の指標である。
　　　　(A〉　　　　　 (B〉　　　　　 (C)

　(1)　湿　度　　…　放射温度　…　有効温度(ET)

　(2)　放射温度　…　代謝量　　…　予測平均申告(PMV)

　(3)　代謝量　　…　日射量　　…　予測平均申告(PMV)

　(4)　日射量　　…　湿　度　　…　有効温度(ET〉
【Ｎｏ．　３】

　排水の汚濁指標に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　CODは、汚濁水が酸化剤で化学的に酸化されたときに消費される酸素量で、有機物

　　　 及び無機性亜酸化物の量を示す指標として用いられる。
　(2)　SSは、粒径2mm以下の水に溶けない懸濁性の浮遊物質で、水の汚濁度を視覚的に

　　　 判断する指標として用いられる。
　(3)　TOCは、水中の被酸化性物質を完全に酸化させたときに消費される酸素量で、有機

　　　 物の量を示す指標として用いられる。
　(4)　BODは、水を20℃で5日間放置し、その間に水中の有機物が微生物によって分解さ

　　　 れるときに消費される酸素量で、この数値が大きい場合は水中の腐敗性有機物が

　　　 多い。
【Ｎｏ．　４】

　流体に関する用語の組合せのうち、関係のないものはどれか。
　(1)　表面張力　　　　　　…　固体面と液面との接触角
　(2)　境界層　　　　　　　…　流体の粘性
　(3)　乱流域の摩擦損失　　…　管内面の粗さ
　(4)　ウォーターハンマー　…　臨界レイノルズ数
【Ｎｏ．　５】

　円形ダクトを拡大し、断面積を５／４倍にしたとき、B点における静圧として、適当なものはどれか。

　ただし、A点の動圧は75Pa、静圧は40Pa、A点とB点との間の圧力損失は10Paとし、ダクト内の流体は非圧縮性で、定常流とみなす。
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　(1)　47Pa

　(2)　50Pa

　(3)　57Pa

　(4)　65Pa

【Ｎｏ．　６】

　直管路の圧力損失に関する文中、　　 　 内に当てはまる用語の組合せとして、適当なものはどれか。
　流体が直管路を流れるとき、 　(A)　 ために流体摩擦が働き、運動をさまたげる抵抗となって圧力損失を生じる。この圧力損失の計算に用いられるのが 　(B)　 であり、圧力損失は 　(C)　 することが知られている。
　　　　　(A)　　　　　　　　　　　(B)　　　　　　　　　　　　　(C)

　(1)　粘性の　　　　　…　ダルシー・ワイスバッハの式　…　平均流速の2乗に比例
　(2)　粘性の　　　　　…　ジューコフスキーの式　　　　…　管径に反比例
　(3)　非圧縮性である　…　ダルシー・ワイスバッハの式　…　管の断面積に反比例
　(4)　非圧縮性である　…　ジューコフスキーの式　　　　…　動圧に比例
【Ｎｏ．　７】

　熱の移動に関する記述のうち、適当なものはどれか。
　(1)　強制対流による熱の移動量は、自然対流よりも少ない。
　(2)　熱放射は、熱エネルギーが電磁波として伝わるため、熱の移動に媒体を必要と

　　　 しない。
　(3)　熱伝達率は、固体壁の表面における流体の速度が速いほど小さくなるため、熱の

　　　 移動量も少なくなる。
　(4)　固体壁の両側の流体間における熱通過により熱の移動量は、流体間の温度差と

　　　 固体壁の厚さに比例する。
【Ｎｏ．　８】

　湿り空気に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　100℃の蒸気を噴霧すると、乾球温度はほぼ一定であるが、比エンタルピーは増加

　　　 する。
　(2)　飽和湿り空気の水蒸気分圧は、その温度における飽和蒸気圧に等しい。
　(3)　比エンタルピーを一定に保ちながら相対湿度を上げると、乾球温度も上がる。
　(4)　水蒸気分圧は、湿り空気の全圧力から湿り空気中の乾き空気の分圧を差し引いた

　　　 ものに等しい。
【Ｎｏ．　９】

　圧縮式冷凍機の冷凍サイクルに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
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　(1)　凝縮温度が一定で、蒸発器の蒸発温度が高くなると、冷凍効果は大きくなる。
　(2)　この冷凍サイタルの成績係数は、(hA-hD)/(hB-hA) で表される。

　(3)　蒸発温度が一定で、凝縮器の凝縮温度が低くなると、圧縮仕事量は少なくなる。
　(4)　膨張弁の絞りによる冷媒の変化はA→Bで、近似的に等エントロピー変化である。
【Ｎｏ．１０】

　点音源から離れた場所で聞こえる音の大きさに関する文中、 　　 　 内に当てはまる数値として、適当なものはどれか。
　平面上に、出力がＷ[W]の点音源がある場合、ｒ[m]離れた場所における音の強さＩ

[W/㎡]は、Ｉ＝Ｗ／２πｒ^2で、音圧レベルSPL[dB]は、SPL = 10 log10(Ｉ／10^12) で表される。
ある点音源から2m離れた場所で聞こえる音の大きさが80dBであったとき、同じ点音源から8m離れた場所で聞こえる音の大きさは、 　　 　 dBである。

ただし、 log10(2)は 0.3とする。
　(1)　64

　(2)　68

　(3)　74
　(4)　76
【Ｎｏ．１１】

　低圧屋内配線工事に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　CD管を直接コンクリート内に埋め込んで使用した。
　(2)　金属管工事が、同一回路の電線は同一の管内に収めて電磁的平衡を保った。
　(3)　合成樹脂製可とう管をCD管に直接接続した。
　(4)　使用電圧が200Vであるので、金属管にD種接地工事を施した。
【Ｎｏ．１２】

　誘導電動機の分岐回路に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　屋内に設置された送風機の分岐回路に配線用遮断器を設け、電動機の金属製外箱

　　　 の接地工事も併せて施した。

　(2)　ファンコイルユニットの電動機3台を接続した分岐回路に、過電流保護のために

　　　 配線用遮断器を設けた。

　(3)　湿気の多い地下室に設置された給水ポンプの分岐回路は、電動機1台ごとに専用

　　　 回路とし、漏電遮断器を設けた。
　(4)　可変速電動機の分岐回路の制御用インバータ装置に、高調波ノイズ対策用として

　　　 電磁接触器と熱動継電器を設けた。
【Ｎｏ．１３】

　鉄筋コンクリート造の建築物における梁貫通孔及び開口部に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　円形の梁貰通孔の径の大きさは、梁せいの以下とする。
　(2)　構造壁でない壁の開口部の径が300mm以下で、鉄筋を緩やかに曲げて配筋できる

　　　 ときは、補強を省略してもよい。
　(3)　梁貫通孔の周囲は応力が集中するため、梁の上下の主筋の量を増やさなければ

　　　 ならない。
　(4)　梁貫通孔の中心位置は、柱の面から原則として梁せいの1.2倍以上離さなければ

　　　 ならない。
【Ｎｏ．１４】

　コンクリートの性状に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　単位水量を増加させると、強度が低下する。
　(2)　スランプ値が小さくなると、ワーカビリティーが向上する。
　(3)　急激な表面乾燥が生じると、表面ひび割れの発生が多くなる。
　(4)　温度が高くなると、凝結、硬化が早くなる。
　　選　択　問　題

問題No.15からNo.37までの23問題のうちから12問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．１５】

　一般事務室における空気調和の冷房負荷計算に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　日射等の影響を受ける外壁からの熱負荷は、時間遅れを考慮する。
　(2)　北側のガラス窓からの熱負荷は、日射の影響も考慮する。
　(3)　外壁の日射吸収率が大きくなるほど、外壁からの熱負荷は大きくなる.

　(4)　冷房計算用の外気温度としてTAC温度を用いる場合は、超過確率を小さく取るほど、

　　　 設計外気温度は低くなる。
【Ｎｏ．１６】

　空気調和機の冷房時の湿り空気線図において、コイル冷却負荷の数値として、適当なものはどれか。ただし、風量は7,200m3/h、空気の密度は1.2kg/m3とする。
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　(1)　 30.OkW

　(2)　 35.3kW

　(3)　 65.3kW

　(4)　105.4kW

【Ｎｏ．１７】

　空気調和計画において、空気調和系統の区分とそのゾーニングの組合せのうち、適当でないものはどれか。
　　　　　　(空気調和系統の区分)　　　　　　　　　 (ゾーニング)

　(1)　一般事務室のインテリアゾーン系統と
　　　　　ペリメーターゾーン系統　　　　　　 …　方位別ゾーニング

　(2)　一般事務室系統と会議室系統　　　　　　…　使用時間別ゾーニング
　(3)　一般事務室系統と食堂系統　　　　　　　…　負荷傾向別ゾーニング
　(4)　一般事務室系統と電算機室系統　　　　　…　空調条件別ゾーニング
【Ｎｏ．１８】

　空気調和方式に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　エアフローウインド方式では、日射や外気温度による室内への熱の影響を小さく

　　　 することができる。
　(2)　変風量単一ダクト方式は、個別あるいはゾーンごとに空気の清浄度の調整が可能

　　　 である。
　(3)　ファンコイルユニット・ダクト併用方式は、全空気方式に比べて一般に搬送動力

　　　 が小さい。
　(4)　床吹出し空気調和方式は、OA機器の配置替え等に容易に対応できる。
【Ｎｏ．１９】

　一般的な空気調和設備の変風量単一ダタト方式の自動制御において、検出要素と制御する機器の組合せのうち、適当でないものはどれか。
　　　　　(検出要素)　　　　　　　　　(制御する機器)

　(1)　リターンダクトの静圧　　　…　空気調和機のファン
　(2)　室内の温度　　　　　　　　…　VAVユニット
　(3)　空気調和機出口空気の温度　…　冷温水コイルの制御弁
　(4)　室内の湿度　　　　　　　　…　加湿器
【Ｎｏ．２０】

　蒸気配管に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　蒸気管内及び機器内に溜まった凝縮水は、給気の障害となり、また、スチーム

　　　 ハンマーの原因となる。
　(2)　蒸気管の管径は、ボイラー出口から蒸気管末端までの全圧力降下をもとに、単位

　　　 長さ当たりの許容圧力降下を求め、これと蒸気流量より決定する。
　(3)　配管に設ける蒸気トラップの容量は、受け持つ配管の通気始めのときの凝縮水量

　　　 を考慮して求める。

　(4)　逆勾配横引き管及び上向き給気立て管の場合は、順勾配横引き管や下向き給気立

　　　 て管に比べて、管内流速を速くする必要がある。
【Ｎｏ．２１】

　放射暖房に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　高温放射暖房は、温風暖房に比べて室温が低くても作業上差し支えない暖房効果

　　　 が得られるが、建物からの熱損失は大きい。
　(2)　高温放射暖房は、体育館や工事等の高天井・大容積空間で用いられる。
　(3)　放射暖房では、室内空気の乾球温度に室内の平均放射温度と気流の速度を加味し

　　　 た効果温度が快感の指標となる。
　(4)　放射暖房は、温風暖房に比べて室内空気の温度むらが少なく、室内気流を生じに

　　　 くい。
【Ｎｏ．２２】

　換気に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ポンプ室や電気室では、機器から生じる熱を除去するため、また環境保持のため、

　　　 第1種機械換気を行った。
　(2)　喫煙室では、発生する有毒ガスや粉じんを除去するため、活性炭及び高性能

　　　 フィルターを備えた分煙機により空気を再循環させるとともに、第2種機械

　　　 換気を行った。
　(3)　各構えの床面積の合計が1,000m2を超える地下街に設ける機械換気設備の制御及び

　　　 作動状態の監視は、中央管理室において行うことができるものとした。
　(4)　ボイラー室や自家発電機室の換気では、単に熱の排除や燃焼のための酸素の補給

　　　 であっても、機器の保護のためには空気を浄化する必要がある。
【Ｎｏ．２３】

図のように、事務所建築物で換気上有効な開口部を有しない2居室に機械換気を行う場合、有効換気量の最小値を算出するための算定人員、及び送風機の最小風量の数値の組合せとして、「建築基準法」上、正しいものはどれか。
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　　　(算定人貝)　(送風機の最小風量)

　(1)　　11人　　…　　220m3/h

　(2)　　11人　　…　　330m3/h

　(3)　　12人　　…　　240m3/h

　(4)　　12人　　…　　360m3/h

【Ｎｏ．２４】

排煙設備の構造に関する記述のうち、適当でないものはどれか。ただし、本設備は、

「階及び全館避難安全検証法」及び「特殊な構造」によらないものとする。
　(1)　排煙口は、天井高さが3m未満の場合は、天井面又は天井から80cm以内に設け、

　　　 防煙垂れ壁で区画された場合は、垂れ壁の下端より上の部分に設ける。
　(2)　手動開放装置を壁に設ける場合は、床面から80cm以上150cm以下の高さの位置に

　　　 設ける。
　(3)　手動開放装置を天井から吊り下げて設ける場合は、床面からおおむね180cmの高さ

　　　 の位置に設ける。
　(4)　防煙垂れ壁は、その下端から天井までの距離が45cm以上になるように設ける。
【Ｎｏ．２５】
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　図のように、区画面積が500m2、400m2、400m2、300m2の4つの防煙区画からなる機械排煙設備において、各部の受けもつ必要最小風量として、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。ただし、本設備は、「階及び全館避難安全検証法」及び「特殊な構造」によらないものとする。
　(1)　ダクトA部　：　24,000m3/h

　(2)　ダクトB部　：　48,000m3/h

　(3)　ダクトC部　：　48,000m3/h

　(4)　排 煙 機　 ：　48,000m3/h

【Ｎｏ．２６】

　水道(専用水道を除く)の配水施設に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　道路(公道)に埋設する配水管の頂部と路面との距離は、1.Om以下としない。
　　　 ただし、工事実施上やむをえない場合にあっては、0.5m以下としない、

　　　 とすることができる。
　(2)　配水管を他の埋設物と交差または近接して敷設するときは、少なくとも30cm以上

　　　 の間隔を保つ。
　(3)　露出配管部に伸縮継手を設ける場合は、その間隔を20～30mにする。
　(4)　給水管を分岐する箇所での配水管内の最小動水圧は0.15MPa以上とし、最大静水圧

　　　 は0.74MPaを超えないようにする。
【Ｎｏ．２７】

　下水道の管路施設に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　道路(公道)に埋設する下水道管の頂部と路面との距離は、3m以下としない。
　　　 ただし、工事実施上やむをえない場合にあっては、1m以下としない、

　　　 とすることができる。
　(2)　汚水管渠では、沈殿物が堆積しないように、計画下水量に対し、原則として、

　　　 最小流速を0.6m/sとする。
　(3)　下水道本管に取付け管を接続する場合は、その間隔を50cm以上離す。
　(4)　汚水管渠の最小管径は、200mmを標準とする。ただし、下水量の増加が将来に

　　　 わたって全く見込まれない場合は150mmとする。
【Ｎｏ．２８】

　給水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　建物の時間平均予想給水量は、1日の予想給水量を1日平均使用時間で除した
　　　 ものである。
　(2)　給水管の管径を決める場合、管内流速の上限は、一般的に1.5～2.Om/sとする。
　(3)　高置水槽方式の高置水槽の設置高さは、高置水槽から水栓、器具までの配管に

　　　 よる圧力損失と水栓、器具の最低必要圧力を考慮して設定する。
　(4)　受水槽の容量は、一般に時間最大予想給水量の程度とする。
【Ｎｏ．２９】

　給水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　大気圧式バキュームブレーカは、逆サイホン作用による逆流を防止する。
　(2)　揚水管の横引き配管が長くなる場合は、ウォーターハンマーを防止するために

　　　 下層階で横引きする。
　(3)　水道直結増圧方式では、逆流を確実に防止できる逆流防止器が必要である。

　(4)　緊急用として使用できるように、井水系統を上水給水・給湯系統と接続する場合

　　　 は、逆止弁及び切替弁を用いる。
【Ｎｏ．３０】

　給湯設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　中央式給湯設備の返湯管の管径は、一般に給湯管の程度とし、循環流量から管内

　　　 流速を確認して管径を決定する。
　(2)　循環ポンプの揚程は、貯湯槽から最高所の給湯栓までの配管による圧力損失及び

　　　 最低必要圧力を考慮して求める。
　(3)　貯湯槽に設ける電気防食には、外部電源方式と流電陽極方式がある。
　(4)　中央式給湯設備では、貯湯槽内の温度が60℃以上、末端の給湯栓でも55℃以上に

　　　 なるような加熱装置を備える。
【Ｎｏ．３１】

　排水タンタに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　吸込みピットは、フード弁や水中ポンプの吸込み部の周囲及び下部に200mm以上の

　　　 間隔を持たせることができる大きさとする。
　(2)　タンク底部には、吸込みピットに向かい、1/15から1/10の勾配をつける。
　(3)　多くの固形物を含んだ汚物をポンプで排水する場合の排水管径は、75mm以上と

　　　 する。
　(4)　通気管は、最小管径を40mmとし、単独に立ち上げ大気に開放する。

【Ｎｏ．３２】

　通気設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　窓の直上の通気管の末端を、窓の上端から500mm立ち上げた位置で大気に開口した。
　(2)　窓の真横の通気管の末端を、窓の端から水平に3m離した位置で大気に開口した。
　(3)　屋根に開口する通気管の末端を、屋根から200mm立ち上げた位置で大気に開口した。
　(4)　屋上を運動場として使用するので、通気管の末端を、屋上から2m立ち上げた位置

　　　 で大気に開口した。
【Ｎｏ．３３】

　排水・通気設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　排水横枝管を合流させる場合は、45度以内の鋭角をもって水平に近い勾配で接続

　　　 する。
　(2)　伸頂通気方式の場合は、排水立て管底部より3m以内に排水横主管の曲がりを設け

　　　 ない。
　(3)　結合通気管の管径は、通気立て管と排水立て管のいずれか小さいほうの管径の1/2

　　　 以上とする。
　(4)　ループ通気方式の一つの通気管が受け持つ器具数が10個の場合は、最下流の器具

　　　 排水管の直後から逃し通気を取る。
【Ｎｏ．３４】

　消火設備の消火原理に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　泡消火設備は、泡消火薬剤を放射し、薬剤の化学反応により消火を行うもので

　　　 ある。
　(2)　水噴霧消火設備は、水を霧状に噴霧し、酸素の遮断と水滴の熱吸収による冷却

　　　 効果で消火を行うものである。
　(3)　粉末消火設備は、粉末消火剤を放射し、可燃物と空気を遮断する窒息作用と熱

　　　 吸収による冷却作用で消火を行うものである。
　(4)　不活性ガス消火設備は、不活性ガスを放出して酸素の容積比を低下させ、窒息

　　　 効果により消火を行うものである。

【Ｎｏ．３５】

　ガス設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　液化石油ガス(LPG)の供給方式には、ボンベ供給方式と導管供給方式がある。
　(2)　液化天然ガス(LNG)には、通常一酸化炭素が含まれている。
　(3)　「ガス事業法」では、0.1MPa未満を低圧、1.0MPa以上を高圧としている。
　(4)　都市ガスの種類を表す記号ABCのうち、Aは燃焼速度が最も遅いグループである。
【Ｎｏ．３６】

　浄化槽の汚水処理に関する文中、 　　 　 内に当てはまる用語の組合せとして、適当なものはどれか。
　浄化槽は、汚水を浄化し、衛生的で安全な水質の確保及び水域の汚濁抑制に資することを目的として設置される装置で、汚水の浄化には、生物による汚濁物質の 　(A)　 、化学的処理による 　(B)　 、物理的処理による 　(C)　 がある。
　　　 (A)　　　 (B)　　　 (C)

　(1)　分解　…　凝集　…　沈殿

　(2)　酸化　…　沈殿　…　凝集

　(3)　凝集　…　分解　…　消毒

　(4)　沈殿　…　中和　…　分解

【Ｎｏ．３７】

浄化槽に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　全汚水量に対して厨房汚水の割合が多いホテルや旅館では、厨房系統の排水は

　　　 油脂分離装置で前処理した後に浄化槽に流入させる。
　(2)　好気性処理法は生物処理法の一つであり、有機物質のかなりの部分がメタンガス

　　　 及び二酸化炭素に分解される。
　(3)　病院の臨床検査室、放射線検査室、手術室の排水は、浄化槽に流入させてはなら

　　　 ない。
　(4)　塩素消毒に用いられる薬剤には、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カルシウム

　　　 等がある。
　　必　須　問　題

問題No.38からNo.44までの７問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．３８】

　ボイラーの付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　安全弁は、ボイラー内の圧力が所定の圧力を超えた場合に、蒸気を噴出して圧力

　　　 を降下させるものである。
　(2)　逃がし弁は、ボイラー内の圧力が所定の圧力を超えた場合に、温水を噴出して

　　　 圧力を降下させるものである。
　(3)　吹出し弁は、ボイラー内の温度が所定の温度を超えた場合に、温水を噴出して

　　　 温度を降下させるものである。
　(4)　低水位燃焼遮断装置は、ボイラー内の水位が所定の水位以下になった場合に、

　　　 燃料の供給を停止させるものである。
【Ｎｏ．３９】

　空気調和に使われる空気清浄装置に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　活性炭フィルターは、有害ガスの除去に使われ、一酸化炭素等の分子量の小さい

　　　 ガスの除去に効果がある。
　(2)　二段荷電型電気集じん器は、荷電部に直流の高電圧をかけることにより、じん埃

　　　 粒子に正電荷を与え、集じん部の負電極に付着させるものである。
　(3)　自動巻取形フィルターは、一般空調のやや粗大な粉塵の除去に使用される。
　(4)　HEPAフィルターは、クリーンルーム等の極く微細な粉塵の除去に使用される。
【Ｎｏ．４０】

　遠心ポンプに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　揚程は、回転速度の2乗に比例して変化する。
　(2)　同一特性のポンプを並列運転した場合に得られる水量は、単独運転した場合の

　　　 水量の和になる。
　(3)　サージングは,ポンプの揚程曲線が山形特性を有し,勾配が右上がりの揚程曲線

　　　 部分で運転する場合に起こりやすい。
　(4)　キャビテーションは、ポンプの吸込み側の弁で水量を調整すると生じやすい。
【Ｎｏ．４１】

　配管付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ベローズ形伸縮管継手の伸縮吸収量は、一般にスリーブ形伸縮管継手の伸縮吸収

　　　 量より大きい。
　(2)　自動エア抜弁は、負圧になる恐れのある箇所には設けない。
　(3)　フレキシブルジョイントは、軸直角方向の変位量が大きいほど、全長を長くする

　　　 必要がある。

　(4)　機器の接続部材料と配管材料とでイオン化傾向が大きく異なる場合は、絶縁フラ

　　　 ンジを使用する。

【Ｎｏ．４２】

　吹出口に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　パンカルーバ形吹出口は、吹出口の全周から放射状に気流を吹き出すもので、

　　　 誘因作用が大きくドラフトを生じにくい。
　(2)　格子形吹出口は、羽根を縦方向、横方向あるいは縦横方向に取り付けたもので、

　　　 羽根が可動のものをユニバーサル吹出口と呼ぶ。また、羽根が固定のものもある。
　(3)　ノズル形吹出口は、発生騒音が比較的小さく、吹出し風速を大きくすることが

　　　 できるので、到達距離が長く、講堂や大会議室等の大空間の空調に用いられる。
　(4)　線状吹出口は、ペリメーターの窓面に近い天井やインテリアの壁面付近の天井等

　　　 に使用され、風向調節べ一ンを動かすことによって吹出し気流方向を変えること

　　　 ができる。
【Ｎｏ．４３】

　設計図中に記載するユニット形空気調和機の仕様に関する文中、 　　 　 内に当てはまる用語の組合せとして、適当なものはどれか。
　設計図には、ユニット形空気調和機の形式、冷却能力、加熱能力、風量、 　(A)　 、コイル通過風速、コイル列数、水量、冷水入口温度、温水入口温度、コイル出入口空気温度、加湿器形式、有効加湿量、電動機の電源種別、 　(B)　 及び基礎形式等を記載する。
　　　　(A)　　　　　　(B〉
　(1)　全静圧　　…　電動機出力
　(2)　全静圧　　…　電流値
　(3)　機外静圧　…　電動機出力
　(4)　機外静圧　…　電流値
【Ｎｏ．４４】

　「公共工事標準請負契約約款」に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　設計図書とは、図面、仕様書、現場説明書及び現場説明に対する質問回答書を

　　　 いう。
　(2)　工事材料の品質については、設計図書に定めるところによる。設計図書にその

　　　 品質が明示されていない場合にあっては、中等の品質を有するものとする。
　(3)　発注者は完成検査に当たって、必要と認められる理由を請負者に通知したうえで、

　　　 工事目的物を最小限度破壊して検査できる。この場合において、検査又は復旧に

　　　 直接要する費用は、発注者の負担とする。
　(4)　請負者は、工事目的物及び工事材料等を設計図書に定めるところにより、火災

　　　 保険、建設工事保険等に付さなければならない。
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